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接着細胞は基板に接着し、その上を不規則に移動する。この時基板に硬さの違いがあると細胞は

硬い方に運動する傾向を示す [1]。Durotaxis と呼ばれるこの現象は、細胞集団でも確認されて

おり[2]、創傷治癒や組織形態形成などの生体内の細胞集団運動に関与している可能性がある。

また、細胞集団は、細胞—細胞間、および細胞—基質間の力学的相互作用に基づき協同的な細胞運

動を行っており、単一細胞スケールよりも大きい領域の影響を受ける。加えて生体内の基質の硬

さは、均一ではなく、空間的に不均一な構造を持つ。従って、組織形態形成や生体修復の機序解

明には、不均一な硬さをもつ環境における細胞集団運動を理解することが本質的に重要である。

in vitro における細胞集団運動挙動の観察には、生体に近い硬さを有する高分子ハイドロゲル基

板が広く用いられている [2, 3]。高分子ハイドロゲル基板の硬さを自在に空間変調することが可

能になれば、細胞集団運動の複雑な硬さに対する依存性を調べる実験系が確立する。しかし、一

般に、高分子ハイドロゲルは、硬さが変化すると膨潤率も変化するため、高分子ゲルの硬さの空

間変調を行おうとすると、硬さと凹凸の影響が混在する実験系になる問題が生じる。この問題に

対して、2018 年春季学術講演会と 2019 年春季学術講演会において、著者等は、表面の凹凸を

無視でき、周期的な硬さ変調を持った柔らかいアクリルアミドゲル基質(基板)の作製が可能であ

ること、その基板上で細胞集団が硬い領域を選んで運動する様子や、軟らかい領域上で細胞集団

に穴が開く現象が観察されたことを報告した[4, 5]。これらの現象は細胞集団の一部で観察され

ており、ある種の安定な状態であることが予想されるがその発生条件はまだ明らかになっていな

い。そこで、本研究では、複雑な硬さパターンを持つゲル上の細胞集団運動の解明を目標とし

て、少数細胞から多細胞の細胞系サイズと Durotaxis 現象との関係を調べた。当日はその詳細に

ついて報告する。 
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